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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
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コ ムラ
　
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
は

ど
こ
へ
。
プ
ー
チ
ン
よ
、
世

界
の
声
を
聞
け
。
世
界
の
民

主
主
義
は
大
き
く
揺
ら
い
で

い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
核
抑
止
力
を
優

先
し
、核
廃
絶
に
「
イ
エ
ス
」

と
言
わ
な
い
。
そ
の
姿
勢
は

軍
拡
競
争
を
助
長
し
、
平
和

の
実
現
を
遠
ざ
け
て
い
る
。

一
方
、
ロ
シ
ア
の
プ
―
チ
ン

大
統
領
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
、
戦
争
を
続
け
な
が
ら

多
く
の
命
を
奪
い
、
独
裁
体

制
を
強
化
し
て
い
る
。
▼
彼

ら
の
行
為
は
、
世
界
を
混
乱

さ
せ
た
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
上
の
脅
威
で
あ
る
。
▼

そ
の
中
で
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は

民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
戦

い
続
け
て
い
る
。
彼
の
姿
勢

は
自
由
と
人
権
の
象
徴
と
な

り
、
世
界
は
彼
を
支
持
し
て

い
る
。
▼
争
い
の
な
い
共
生

こ
そ
、
民
主
主
義
の
理
想
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て

の
生
命
を
尊
重
し
、
平
和
と

調
和
を
重
ん
じ
る
こ
と
こ

そ
、
真
の
民
主
主
義
の
実
現

に
つ
な
が
る
。▼
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
健
生
病
院
の
発

展
と
将
来
の
安
定
を
目
指

し
、
生
協
組
合
員
の
皆
様
に

出
資
金
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
理
事
・
鈴
木
和
久
）

事
業
支
所
合
わ
せ
て
、
７
０

８
万
円
に
到
達
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
目
標
達
成
に
こ
だ

わ
っ
て
３
月
末
に
「
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

も
同
額
の
大
口
出
資
を
さ
れ

て
い
る
組
合
員
も
お
り
、
書

き
換
え
の
訪
問
行
動
で
は
２

０
０
万
円
の
増
資
を
え
て
、

総
額
（
１
月
末
）
で
支
部
と

　
３
月
８
日
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
14
回
「
お
ら

ほ
の
い
い
ど
こ
発
表
会
」（
教
育
委
員
会
主
催
）
が
88
人

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
や
職
員
が
日
ご
ろ

の
活
動
を
語
り
合
い
、
交
流
し
合
い
、
理
解
が
深
ま
っ
た

集
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
待
つ
支
援
」か
ら「
出
向
く
支
援
」へ

第
４
病
棟 
主
任　
◎
佐
藤
真
一

藤
代
　
　

健
生
病
院

出
資
金
増
資
運
動
を

事
務
局
長　
◎
竹
歳
治
夫

浪
岡
支
部

看か
ん

多た

機き

の
特
徴介護

専
門
員　
◎
石
郷
岡
リ
カ

ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
　
　

た
ま
ち
　
　

「
健
康
」
手
配
り
を
増
や
す

事
務
局
長　
◎
佐
藤　
久

岩
木
支
部

医
療
で
の
差
別
や
偏
見
を
な
く
そ
う

事
務
局
次
長　
◎
兵
藤
尚
子

健
生
病
院

市
浦
支
部
の
挑
戦担

当
理
事　
◎
野
呂
幸
市

市
浦
支
部

子
育
て
支
援
カ
フ
ェ

病
院
看
護
長　
◎
山
下
朱
里

藤
代
　
　

健
生
病
院

　
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
施
設
と
し
て
、
５
年

が
経
過
し
て
も
な
か
な
か
理

解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
。
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
の
療
養
を

支
え
、
主
治
医
と
の
連
携
の

も
と
医
療
措
置
を
含
め
た
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
（
通
い
、
訪

問
介
護
、
訪
問
看
護
、
泊
ま

り
）
を
24
時
間
３
６
５
日
提

供
し
て
い
ま
す
。
医
療
依
存

度
の
高
い
人
で
も
本
人
・
家

族
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
専
門
家
が
安
全
・
安
心

な
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

　
ナ
ー
シ
ン
グ
た
ま
ち
と
し

て
、
地
域
参
加
に
よ
る
町
づ

く
り
を
す
す
め
、
利
用
者
が

北
小
学
校
の
児
童
と
交
流
。利

用
者
の
心
の
充
足
や
生
き
が

い
、
健
康
維
持
や
認
知
症
予

防
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
育
児
休
業
か
ら
の
ス
ム
ー

ズ
な
業
務
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
２
０
２
２
年
か

ら
「
子
育
て
支
援
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
対

象
者
は
育
児
休
業
中
の
職
員

と
そ
の
家
族
で
す
。

　
土
曜
日
の
午
前
、
１
時
間

程
度
。
第
１
回
は
「
子
ど
も

の
歯
磨
き　
言
葉
の
発
達
へ

の
か
か
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に

歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士

を
講
師
に
開
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
食
育
や
離
乳
食
、
さ

ら
に
受
診
の
判
断
と
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、医
師
や
看
護
師
、

栄
養
士
な
ど
の
協
力
を
得
て

２
０
２
４
年
ま
で
に
５
回
を

開
催
、
父
親
の
参
加
も
あ

り
、
さ
ら
に
、「
健
康
」
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
案
内
を
見

て
、
子
育
て
中
の
組
合
員
の

参
加
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
が
出
さ
れ
、
先
生
が
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
、
不

安
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
発
表
の
抄
録
が
欲
し
い
方

は
組
織
部
へ
。

０
１
７
２
―
３
５
―
８
９
３
３

　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ（
ソ
ジ
）と
は
、

Sexual O
rientation

（
性
的
指
向
）
とG

ender 
Identity

（
性
別
同
一
性
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で

す
。
２
０
２
３
年
度
の
健
生

病
院
大
会
に
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
や
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど

の
受
療
権
を
守
る
取
り
組
み

を
進
め
る
」
方
針
が
決
定
さ

　
地
域
に
は
、
45
名
の
職
員

が
い
ま
し
た
。現
状
を
伝
え
、

「
可
能
な
範
囲
で
」
と
地
図

を
示
し
て
お
願
い
す
る
と
、

８
割
が
た
協
力
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
地
域
の
組
合
員
に
も
配
布

を
お
願
い
し
た
結
果
、
１
０

０
部
近
く
を
郵
送
か
ら
手
配

り
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
岩
木
支
部
の
組
合
員
世
帯

は
お
よ
そ
１
５
０
０
世
帯
、

そ
の
う
ち「
健
康
」新
聞
が
手

配
り
で
き
て
い
る
の
は
４
５

３
世
帯
。
郵
送
が
多
く
何
と

か
自
分
た
ち
で
手
配
り
を
増

や
し
た
い
、
さ
ら
に
配
布
者

が
70
代
な
ら
と
も
か
く
90
代

も
お
り
、
若
手
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
職
員
の
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
と

は
、「
出
向
く
支
援
」
の
こ

と
。
当
院
外
来
で
は
従
来
、

未
治
療
者
の
家
族
相
談
を
受

け
入
れ
て
い
た
が
、
家
族
や

外
部
関
係
者
か
ら
医
療
対
象

者
に
直
接
受
診
を
よ
び
か
け

て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
多

　
「
参
加
す
る
た
び
に
、
素
晴
ら
し
い
活
動
や
運
動
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
企
画
は
と
て
も
い
い
」「
我
々

の
地
域
医
療
は
、
地
域
組
合
員
さ
ん
と
の
協
同
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
」。
―
―
50
通

も
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

く
、「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
出

向
く
支
援
」
に
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
。
そ
の
結
果
「
出
向
く

支
援
」
で
は
対
象
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
で
き
、
支
援
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
（
た

だ
し
診
療
報
酬
に
は
反
映
さ

れ
な
い
）。

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

第14回

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

れ
、
６
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
。

　
医
療
機
関
と
し
て
差
別
や

偏
見
を
な
く
し
て
い
く
立
場

で
、
多
様
な
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
患

者
・
利
用
者
が
受
診
・
利
用

し
や
す
い
医
療
機
関
、
多
様

な
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
、

院
内
環
境
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
は
外
来
で
は
名

前
で
は
な
く
番
号
呼
び
出
し

や
、「
ご
主
人
」と
い
う
言
葉

　
２
年
前
に
は
廃
止
の
方
向

も
考
え
ら
れ
て
い
た
支
浦
支

部
。
２
０
２
２
年
の
秋
の
強

化
月
間
か
ら
組
合
員
訪
問
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
に
は
仲
間

増
や
し
・
出
資
金
増
や
し
・

担
い
手
づ
く
り
の
三
課
題
を

達
成
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。

　
２
０
２
４
年
10
月
に
再
建

支
部
総
会
を
予
定
し
、
成
功

さ
せ
る
た
め
に
作
戦
を
決

定
。
書
き
換
え
・
高
額
出
資

者
へ
の
働
き
か
け
、
新
し
い

役
員
へ
の
お
願
い
な
ど
、
１

５
３
軒
を
訪
問
し
、
80
名
と

対
話
し
て
き
ま
し
た
。

　
支
部
総
会
で
は
２
年
連
続

で
の
三
課
題
達
成
と
、「
健

康
」
新
聞
配
布
率
の
過
去
最

高
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

発表者と専務発表者と専務

　　

　

浪
岡
支
部
で
は
、

「
出
資
金
の
増
資
へ
の

協
力
を
」
と
い
う
手
紙

を
作
成
し
、
支
部
と
津

軽
医
院
一
体
と
な
っ

て
、
増
資
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
目

標
に
こ
だ
わ
っ
て
、
生

協
強
化
月
間
の
10
月
11

月
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

「
毎
月
が
強
化
月
間
」

だ
と
、
地
域
を
訪
問
し

て
き
ま
し
た
。

　
支
部
に
も
事
業
所
に

を
配
偶
者
に
切
り
替
え
る
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
の
枠

の
中
に
入
っ
た
文
字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉
（
答

え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」

や
、
日
頃
の
想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ
い
。
お

た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
４
月
12
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10
人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先
　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５
　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル
　kenkou@

tsugaru-health.coop

応 募 方 法

20252025年４月１日年４月１日（火（火））　第　第745745号号 （（22））健　　　康健　　　康健　　　康

2
月
度
定
例
理
事
会
（
3
月
4
日
）

【
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し
大
運
動
方

針
に
つ
い
て
】

【
報
告
事
項
】

⃝

２
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
３
月
・
４

月
・
５
月
の
主
な
行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

１
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

１
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会

報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

⃝

２
０
２
５
年
度　

第
２
回
総
代
選
挙
管

理
委
員
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

金
銭
預
か
り
管
理
料
の
料
金
改
定
に
つ

い
て

⃝

健
生
介
護
セ
ン
タ
ー
虹　

短
期
入
所
生

活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
事
業
休

止
の
提
案

　読者のみなさんこんにちは。小児
科の石山です。今回原稿の依頼をい
ただき、どんな内容にしようか大変
悩みました。小児科の紹介をしよう
か、それとも小児科関係なく直近の
休日のすごし方を書いてみようか？
せっかくの機会なので、小児科専門
医までの道のりについて簡単にお話
しすることにしました。
　まずは大学の医学部医学科に進学
し、４年間講義を受け全国共通の学
力試験および実技試験に合格した後
２年間の病院実習を行います。健生
病院でも実習生を受け入れており、
ご協力いただいた患者さんやご家族
の皆様に感謝申し上げます。この時
点ではあくまで学生であり、できる
ことの制限があります。大学の卒業
試験ののち医師国家試験に合格する
ことで医師免許を取得することがで
きます。自分の場合は国家試験に向
けて１年半ほど対策をし、合格後も
しばらくは試験の夢（受験料を払っ
ていない、会場にたどり着けない、
１分野まるごと勉強していないなど）
を見るほど追い込まれました。
　医師免許を取得後は、２年間の初
期臨床研修が始まります。最近のド
ラマの題材にもなっていますが、研
修医とよばれるのはこの期間の医師
ですね。数ヵ月単位で内科や外科、
産婦人科や救急科などで働きます。
実際の医療現場で必要な思考や診察

技術を習得することに加え、先輩医
師の監督のもと様々な判断や決定を
していく責任も負うことになります。
厚生労働省では初期臨床研修におけ
る到達目標を設定しており、54 の
症状と病気についてのレポート等を
作り提出します。54 本のレポート
作成は意外と大変で、計画性が試さ
れますね。２年目の秋頃までに、今
後の進路を決定します。
　３年目以降の医師の進路は多岐に
わたります。小児領域では、小児科
専門医取得のため３年以上の小児科
研修が必要です。研修といっても、
小児科医師として日々の診療を行い
ながら研鑽していきます。総合病院
での小児科研修、周産期センターで
の新生児研修、大学病院でのより専
門的な研修に取り組みます。さらに
は国内外での施設に留学する医師も
います。ここでもレポート作成が必
要で、また論文執筆や学会発表、各
講習会への参加などの要件を満たす
と専門医試験受験資格が得られ、筆
記試験と面接試験に挑むこととなり
ます。無事合格すると、晴れて小児
科専門医となります。その後はさら
に細分化した領域の専門医や指定
医、後輩医師育成にむけ指導医資格
を取得する場合があります。
　医師の道のりはまだまだ長いです
が、みなさんと歩んでいけたらと思
います。

４/７（月）　目屋支部	 支部総会●国吉農業多目的集会所
４/８（火）　岩木支部	 支部総会●つがる温泉
４/１０（木）　田舎館支部	 支部総会●田舎館村中央公民館
４/１２（土）　木造新田支部	 支部総会●じょっぱり温泉
４/１７（木）　南中央支部	 支部総会●さるか荘
４/１９（土）　大鰐碇ヶ関支部	 支部総会●花岡プラザ
４/１９（土）　五所川原支部	 支部総会●五所川原市民学習情報センター
４/２２（火）　四中りんご支部	 支部総会●清水交流センター
４/２３（水）　深浦岩崎支部	 支部総会●八森いさりび温泉 ハタハタ館
４/２４（木）　四中さくら支部	 支部総会●生協会館
４/２４（木）　南 支 部	 支部総会●千年交流センター
４/２５（金）　尾上支部	 支部総会●尾上南田会館
４/２６（土）　平賀支部	 支部総会●舘田温泉
４/２７（日）　黒石支部	 支部総会●スポカルイン黒石
５/１０（土）　北 支 部	 支部総会●花咲温泉

健生病院　小児科 石山　美咲

進学からの医師への道のり

医師医師かからのらの紙ヒコーキ紙ヒコーキ ⑮⑮

　
毎
年
１
年
目
と
２
年
目
の

研
修
医
が
班
会
な
ど
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
研
修
を
通
し
て
医
療
生

協
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の

生
活
と
健
康
を
守
る
視
点
を

養
う
、
組
合
員
さ
ん
と
の
交

流
を
通
し
て
地
域
の
特
徴
や

要
求
を
知
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
６
つ
の
班
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
班
会
へ

の
参
加
と
７
月
は
西
北
健
康

ま
つ
り
へ
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
こ
と
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
班
長
さ
ん
も
交

え
て
振
り
返
り
を
行
い
、
研

修
医
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
渡
し
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
健
生
病
院　
初
期
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
責
任
者

�

・
木
村
宗
一
郎
）

「
班
会
を
振
り
返
っ
て
」

　
私
は
２
０
２
４
年
７
月
か

ら
松
館
班
の
班
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初

回
は
緊
張
し
て
し
ま
い
、
班

員
の
方
と
ほ
と
ん
ど
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
毎
回
皆
さ
ん
が
と
て
も

優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
徐
々
に
打
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
北
海
道
出
身
の
私
に
と
っ

て
は
聞
き
取
る
の
が
難
し
い

と
感
じ
て
い
た
津
軽
弁
も
沢

山
教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
班
員
の
皆
さ
ん

の
私
生
活
の
様
子
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、

松
館
地
域
の
文
化
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
12
月
か
ら

は
外
反
母
趾
予
防
や
、
歯
の

健
康
を
保
つ
た
め
の
習
慣
を

伝
え
る
時
間
を
い
た
だ
き
、

班
員
さ
ん
の
生
活
の
疑
問
に

少
し
だ
け
答
え
る
事
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
る
た
め
、
班
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
後

も
研
修
に
励
み
、
少
し
で
も

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精

進
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
１
年
目
研
修
医

�

・
雫
石
渚
南
美
）

　医療と介護の一体的提供を実現するため、経営的な困難を抱えながらも事業を継続し
てきましたが、地域の需要やサービス提供体制の変化による利用者不足が改善する見込
みがないことから５月末を目途に事業を休止することとしました。現在利用されている
方にご迷惑をおかけしないよう配慮しながら休止に向けて準備を進めてまいります。

～
研
修
医
の
医
療
生
協
研
修
を
通
し
た
学
び
～

～
研
修
医
の
医
療
生
協
研
修
を
通
し
た
学
び
～

第
２
回
医
療
生
協
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

組合員交流集会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

各
支
部
予
定

各
支
部
予
定

2/15　北東支部　24名2/15　北東支部　24名
2/25　尾上支部　18名2/25　尾上支部　18名

2/26　大成支部　17名2/26　大成支部　17名

2/20　南石川支部　26名2/20　南石川支部　26名

2/18　河西支部　23名2/18　河西支部　23名

2/17　藤崎支部　９名（写真なし）2/17　藤崎支部　９名（写真なし）

「短期入所生活介護「短期入所生活介護（ショートステイ）（ショートステイ）事業休止」事業休止」のお知らせのお知らせ
健生介護センター虹 �



モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

http://www.kensei-hp.jp/

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た ま ち 本 所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

第第745745号　号　20252025年年４４月１日月１日（火（火））（（33）） 健　　　康健　　　康

2025年度　総代のご紹介
弘前時敏区・10名
浅　田　節　子 工　藤　美代子
石　田　　　久 中　村　弘　美
岩　城　　　功 鳴　海　州　子
岡　山　す　み 西　澤　　　憲
小　山　松　子 能　谷　ユミ子
弘前和徳区・9名
井　澤　抄　子 高　屋　明　彦
木　村　裕　子 高　屋　洋　子
工　藤　内　記 中　澤　トシヱ
齋　藤　義　雄 山　崎　多香子
髙　松　利　昌
弘前北東区・11名
阿　部　茂　子 藤　田　美　江
石　塚　広　子 藤　原　竹　二
齊　藤　裕美子 藤　原　裕貴子
櫻　庭　和　吉 三　浦　ひさ子
相　馬　しげ子 三　浦　義　信
中　川　亮　子
弘前河西区・12名
小田桐　照　子 中　濱　康　彦
小　野　満里子 成　田　和　夫
小　山　秀　人 野　村　堅　吉
工　藤　恵　子 本　間　禮　子
髙　地　悦　子 三ヶ田　　　謙
田　中　朝　子 吉　田　聖　子
弘前下町区・8名
蟻　塚　裕　子 金　崎　曜一郎
石　田　静　枝 竹　田　登美子
小山内　敬　子 三　上　眞由美
小田切　今日子 若　城　満里子
弘前大成区・5名
鎌　田　和　子 髙　橋　せ　ん
黒　瀧　典　子 森　岡　陽　子
黒　瀧　不二夫
弘前三大区・5名
岩　谷　百合子 松　島　　　明
小　野　元　子 松　島　惠美子
佐　原　禮　子
弘前文京区・6名
石　岡　アキ子 松　田　和　子
齊　藤　恵　子 八　島　和　子
白　川　美津子 安　田　幸　子
弘前四中さくら区・5名
岩　﨑　昭　子 水　木　　　修
三　浦　　　行 山　下　末　子
三　上　和　郎
四中りんご区・11名
石　岡　憲　子 今　野　とも子
石　山　つき子 笹　　　栄　子

今　谷　眞知子 笹　　　サ　ツ
宇　野　　　宏 下　山　勝　枝
川　村　美代子 奈良岡　初　子
古　川　一　子
弘前五中区・12名
五十嵐　　　照 須　藤　智恵子
五十嵐　ハツエ 高　橋　峰　樹
板　垣　貞　子 竹　村　慶　恵
一　戸　マサ子 奈良岡　茂　子
小　西　勇　一 盛　　　明　美
齊　藤　けい子 山　﨑　ひろみ
弘前東中区・10名
一　戸　あつ子 工　藤　　　静
一　戸　礼　子 坂　戸　美香子
鎌　田　参　裕 對　馬　和　子
柄　沢　博　之 中　山　恵美子
北　畠　文　枝 三　橋　あや子
弘前南区・7名
木　田　義　満 對　馬　喜久夫
木　村　みとり 丸　岡　ひろ子
小　林　敦　子 山　本　繁　明
髙　谷　和　子
弘前南中央区・5名
尾　﨑　一　美 田　中　千恵子
長　内　恭　子 安　田　政　英
小　枝　秀　樹
弘前南石川区・4名
小　倉　秀　子 斎　藤　武　則
金　崎　良　一 丹　藤　金　哉
弘前北区・16名
石郷岡　　　妙 寺　田　秀　範
岡　村　美代子 成　田　保　子
小山内　ミ　ヨ 福　嶋　恵　子
加　藤　　　悟 藤　田　幸　子
神　　　昭　男 船　水　祐美子
神　　　成　子 前　田　トキエ
高　橋　一　子 増　田　一　弘
寺　田　栄　子 水　木　　　弘
岩木区・12名
大　髙　信　一 崎　野　り　つ
大　森　義　光 櫻　庭　友　子
木　村　英　子 佐　藤　和　子
木　村　和　弘 柴　田　サツ子
木　村　ミツヱ 鳴　海　秀　春
栗　原　マツエ 念　代　美津子
相馬区・3名
阿　部　智英子 三　上　ユキヱ
中　澤　京　子
目屋区・4名
竹　内　アイコ 三　浦　さ　た

竹　内　志美子 三　浦　登美子
黒石区・19名
今　井　秋　行 須　藤　龍　子
宇　野　俊　衛 髙　橋　津　子
大　平　浩　美 髙　谷　厚　子
鎌　田　和　子 種　市　良　子
工　藤　禎　子 近　谷　優　子
後　藤　昭　蔵 西　谷　ちづ子
佐々木　義　仁 福　地　京　子
佐　藤　晶　子 松　井　貴　子
佐　藤　道　子 横　山　しげ子
神　　　祝　子
尾上区・8名
阿　保　富士子 西　谷　俊　一
工　藤　れい子 八木橋　テルヱ
齋　藤　律　子 山　口　明　美
下　山　エツ子 山　口　みどり
田舎館区・7名
葛　原　光　枝 相　馬　えり子
鈴　木　雪　子 福　原　幸　子
鈴　木　礼　子 宮　川　佐江子
須　藤　絹　子
平賀区・18名
今　井　光　子 奈　良　ユ　キ
岡　田　美代子 成　田　初　男
落　合　由美子 鳴　海　俊　吾
葛　西　道　子 福　士　勝　也
加　藤　セイ子 福　士　つづ子
齋　藤　二　朗 船　水　光　悦
須々田　カ　チ 松　田　照　美
竹　内　　　守 三　浦　えりか
對　馬　孝　雄 三　上　りゑ子
大鰐・碇ヶ関区・8名
石　塚　あき子 加賀谷　京　子
小笠原　富美子 佐々木　雪　子
小田桐　信　子 下　山　良　子
小　野　い　ね 山　崎　て　る
浪岡区・17名
天　内　慎　也 沢　目　　　亮
荒　井　はつゑ 相　馬　繁　子
荒　田　美千代 長谷川　由美子
兼　平　江津子 福　士　愛　子
釜　萢　ふみ子 福　士　きや子
我　満　澄　枝 藤　田　律　子
工　藤　あつ子 藤　本　ウ　メ
熊　澤　睦　子 前　田　トミヱ
古　村　庸　一
常盤区・6名
赤　石　次　子 髙　木　美　雪
浅　利　直　志 三　浦　すみ子

小田桐　泰　英 米　村　榮　子
藤崎区・9名
小笠原　千　雪 間　山　千鶴子
小笠原　雪　江 三　上　優香里
清　野　チル子 村　上　ふみ子
成　田　早　苗 村　上　や　す
成　田　隆　子
板柳区・12名
青　山　忠　一 佐々木　ツルエ
石　村　妙　子 佐々木　美　香
一　戸　静　子 三　戸　ひ　さ
葛　西　幸　市 舘　山　政　信
木　村　初　子 對　馬　しずえ
坂　本　真紀子 中　村　　　司
鶴田区・5名
奥　瀬　和　子 成　田　勝　敏
菅　野　榮　子 平　山　京　子
菅　野　忠　範
五所川原区・15名
川　村　節　子 原　田　喜　久
後　藤　恵美子 福　士　　　章
神　　　源　内 福　士　顕　治
髙　橋　博　行 毛　内　澄　子
高　橋　佳　孝 山　口　弘　子
中　田　美　幸 吉　村　正　市
野　宮　啓　子 米　谷　美智子
花　田　勝　暁
金木区・3名
丹　場　富　子 鳴　海　璦　子
中　村　純　子
中里区・2名
小　林　壽　子 外　崎　良　一
市浦区・1名
岡　　　富　子
小泊区・1名
金　澤　恵　子
木造新田区・9名
稲　葉　光　子 松　谷　泰　行
長　内　謙三郎 三　浦　　　博
長　内　タカ子 三　橋　　　威
葛　西　清　光 山　口　洋　子
佐　藤　良　二
鰺ヶ沢区・2名
大　福　悦　子 境　　　ひさ子
深浦・岩崎区・2名
斉　藤　清　秀 八　木　　　史
東青他区・1名
佐　藤　光　夫

総　計 300名

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
の
枠

の
中
に
入
っ
た
文
字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉
（
答

え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」

や
、
日
頃
の
想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ
い
。
お

た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
４
月
12
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10
人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kenkou@
tsugaru-health.coop

応 募 方 法

２
本
を
売
っ
て
い
る
お
店
の

こ
と

３
夜
遅
く
、
日
付
が
変
わ
っ

て
か
ら
の
時
間
帯

４
実
家
を
離
れ
て
大
学
の
近

く
に
―
―
―
―
す
る

５
花
粉
の
季
節
、
こ
こ
に
通

う
人
も
多
い
の
で
は

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

１
手
縫
い
よ
り
も
仕
立
て
が

早
い

４
ギ
タ
ー
や
バ
イ
オ
リ
ン
の

こ
と
。
―
―
楽
器

５
雪
が
解
け
、
や
っ
と
通
勤

通
学
に
使
え
ま
す

６
飲
み
き
っ
た
ら
分
別
し
て

ゴ
ミ
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

缶
と
―
―

７
今
後
の
成
り
行
き
。
勝
敗

の
―
―
―
を
見
守
る

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（５文字）
春ですね

抽
選
で
次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

小
笠
原
重
子

鎌
田　

知
子

藤
田　
　

隆

安
田　

高
子

（
青　

森　

市
）　

海
老
名　

学

村
田　

育
子

（
平　

川　

市
）　

葛
西　

祐
美

（
黒　

石　

市
）　

豊
蒔　

悠
子

（
五
所
川
原
市
）　

磯
野
恵
季
子

（
藤　

崎　

町
）　

佐
藤　

節
子

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

コ
　
シ
ツ
ポ

ヨ
シ
ユ
ウ

リ

ギ

ア

シ
ヨ
ド
ウ

ダ
ソ
ク

ン

第
744
号
（
３
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ソ
ツ
ギ
ョ
ウ
＝
卒
業
」

2025年２月１日に総代選挙を公示し、立候補受付を２月14日から
２月20日まで行ったところ、総代立候補者が総代定数を超えませんで
した。総代選挙規約第15条に基づき、総代の当選者を決定しました。

総代選挙管理委員長　柴田文男

　
２
月
14
日
、
コ
ー
プ
あ
お

も
り
和
徳
店
前
で
虹
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
行
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

行
動
の
目
的
に
は
、
医
療
福

祉
生
協
の
「
つ
な
が
り
づ
く

り
」「
健
康
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
を
知
ら
せ
、
誰
も
が

健
康
で
居
心
地
よ
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
社
会
保
障
の
充

実
、
憲
法
を
守
り
平
和
な
社

会
を
め
ざ
す
取
り
組
み
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
今
年
は
、
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
社
会
保
障
平
和

委
員
会
と
組
合
員
活
動
委
員

会
が
協
同
し
て
行
動
を
実
施

し
、
医
療
福
祉
生
協
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る
こ

と
で
医
療
福
祉
生
協
の
ア

ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
方
か
ら
は
、

「（
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行

動
）
を
初
め
て
知
っ
た
、
知

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
や
病
院
を
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
か
ら
は
、

「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
参
加
し
て
み
て
、

私
も
医
療
福
祉
生
協
の
一
職

員
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
を

通
し
人
と
人
と
が
つ
な
が
り

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
」
を
め
ざ
し
、
地
域
組
合

員
さ
ん
と
共
に
歩
む
こ
と
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
組
織
部
・
佐
々
木
海
斗
）

つ
な
が
り
づ
く
り

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動



2025年４４月１日月１日（火（火））　第745号 （（44））健　　　康健　　　康

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル

鰐田　葵
あおひ
日ちゃん

元気いっぱいに育ってね！
小山内　煌

こうが
叶ちゃん

みんなにいっぱい
あそんでもらってねー。

山田　旅
たびと
都ちゃん

沢山笑って
元気に育ってね♡

熊谷　紅
くれな
ちゃん

産まれてきてくれて
ありがとう！

美濃又　宵
よ い
絃ちゃん

健康で元気に育ってね‼
家族みんなよいのこと
あいしてるよ♡

中原　りらちゃん
健康で元気に育ってね♡

和田　奏
そうや
哉ちゃん

これからもたくさん
笑ってたのしくすごして
大きくなろうね！

花田　悠
はると
斗ちゃん

産まれてきてくれて
ありがとう！

元気に大きくなってね。

中畑　律
りつ
ちゃん

健康で元気に育ってね！
阿部　渚

なぎさ
彩ちゃん

元気に育ってね‼

・住所、氏名が変わった時…。

・引っ越しされた時…。

・�「健康」新聞が２部届いている時…。

・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

看護師　新卒：10名　既卒：数名

健生病院 藤代健生病院 看護職員募集

第１回 6月7日（土）　応募期間：5月5日（月）～5月21日（水）必着
第２回 8月23日（土）　応募期間：7月28日（月）～8月8日（金）必着

採
　用

選
考
日

新卒：小論文・適性検査（web）・面接
既卒：適性検査（web）・面接

選
考

方
法

新卒：①履歴書（web 履歴書） ②成績証明書 ③卒業見込み証明書
既卒：①履歴書（web 履歴書） ②資格免許証（コピー可） ③職務経歴書

応
募

書
類

●職種　看護師

●お問合せ先　
　津軽保健生活協同組合　看護介護部　看護職員採用係
　0172-33-7515（平日 9：00～16：00）

2026年度４月
採用

応
募

方
法

津軽保健生活協同組合ホームページ「採用情報」2026 年 4 月採用看護職員募集の詳細
をよく読んでからご応募ください。応募期間終了後、応募いただいた方に受験会場・適
性検査等詳細案内を郵送いたします。

　

春
の
よ
う
な
日
差
し
が
嬉

し
く
て
、
部
屋
の
模
様
替
え

を
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
、
脳
が
パ
ニ
ク
る
こ
と
パ

ニ
ク
る
こ
と
! 

手
を
伸
ば

し
た
先
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
な

い
! 

振
り
向
い
た
先
に

コ
ッ
プ
が
な
い
! 

テ
ー
ブ

ル
に
ぶ
つ
か
る
! 

慣
れ
る

ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
い
い
脳
ト
レ
に
な
り
ま

し
た
。 藤

崎
町　

中
田　

眞
弓

藤
崎
町　

中
田　

眞
弓

部
屋
の
模
様
替
え

部
屋
の
模
様
替
え

　

こ
の
３
月
で
定
年
退
職
し

ま
す
。
寂
し
い
気
持
ち
も
し

ま
す
が
、
体
は
限
界
で
し

た
。
少
し
ゆ
っ
く
り
し
な
が

ら
、
健
康
の
た
め
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

藤
崎
町　

せ
っ
ち
ゃ
ん

藤
崎
町　

せ
っ
ち
ゃ
ん

定
年
退
職
し
ま
す

定
年
退
職
し
ま
す

　

五
所
川
原
支
部
活

動
者
交
流
集
会
の

「
眠
く
な
る
話
」
は

日
頃
寝
つ
き
が
悪

く
、
夜
中
目
が
覚
め

る
と
な
か
な
か
寝
つ

け
な
い
私
に
は
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

弘
前
市　

り
ん
ご
っ
こ

弘
前
市　

り
ん
ご
っ
こ

眠
く
な
る
話

眠
く
な
る
話

　

研
修
医
の
皆
さ
ん
は
、
全

国
か
ら
弘
前
に
来
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
こ
の
大
雪
に
驚

い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
春
よ
。
頑
張
っ
て

下
さ
い
ね
。

鶴
田
町　

高
橋　

良
子

鶴
田
町　

高
橋　

良
子

も
う
す
ぐ
春
よ

も
う
す
ぐ
春
よ

　

研
修
医
座
談
会
の

班
会
の
様
子
が
目
を

ひ
き
ま
し
た
。
津
軽

弁
が
わ
か
ら
な
い
と

の
こ
と
で
す
。
我
が

家
の
嫁
さ
ん
も
秋
田

出
身
で
す
。
た
ぶ

ん
、
わ
た
し
の
津
軽

弁
も
わ
か
り
に
く

か
っ
た
と
思
う
の
で

す
が
、
今
は
通
じ
ま

す
。
良
か
っ
た
で
す
。

青
森
市　

鎌
田　

敏
子

青
森
市　

鎌
田　

敏
子

研
修
医
座
談
会

研
修
医
座
談
会

　

今
年
は
雪
が
多
か
っ
た
で

す
。
汽
車
の
遅
れ
や
運
休
、

バ
ス
も
２
時
間
遅
れ
も
あ
り

ま
し
た
。
屋
根
か
ら
雪
が
落

ち
る
し
、
積
も
る
し
、
車
が

出
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
。

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

雪
た
く
さ
ん
で
す

雪
た
く
さ
ん
で
す

　

先
月
の
寒
い
朝
、

徒
歩
出
勤
途
中
で
、

急
に
便
意
を
催
し
我

慢
で
き
な
く
な
っ

て
、
近
く
の
「
生
協

会
館
」
に
お
勤
め
と

思
わ
れ
る
女
性
に
「
す
み
ま

せ
ん
、
ト
イ
レ
を
借
り
た
い

ん
で
す
け
ど
!
」
す
る
と

「
ど
う
ぞ
」
と
快
く
入
館
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
事
な
き
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
地
獄
に
仏
」
と
は

こ
の
こ
と
。
私
は
そ
れ
以

来
、
車
に
道
を
譲
っ
た
り
、

困
っ
た
人
を
助
け
る
行
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

弘
前
市　

て
く
て
く

弘
前
市　

て
く
て
く

情
け
は
巡
る

情
け
は
巡
る

　

最
近
、
８
ヵ
月
に
な
る
娘

が
寝
返
り
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
だ
と
早

け
れ
ば
４
ヵ
月
で
す
る
子
も

居
る
そ
う
で
、
そ
う
考
え
る

と
、
う
ち
の
子
は
大
器
晩
成

型
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な

が
ら
、
娘
の
頑
張
り
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

で
い
い
か
ら
頑
張
れ
ー 

!

弘
前
市　

桜
乃
パ
パ

弘
前
市　

桜
乃
パ
パ

寝
返
り
練
習
中

寝
返
り
練
習
中

　

毎
年
、
市
の
健
診
は
受
け

て
い
る
の
で
す
が
、
健
診
の

メ
ニ
ュ
ー
に
は
脳
の
検
査
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
以
前
受

け
た
の
は
人
間
ド
ッ
ク
の
オ

プ
シ
ョ
ン
で
十
何
年
も
前
の

こ
と
。
そ
ろ
そ
ろ
脳
ド
ッ
ク

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
所
川
原
市　

ひ
つ
じ
さ
ん

五
所
川
原
市　

ひ
つ
じ
さ
ん

脳
ド
ッ
ク
を
考
え
て

脳
ド
ッ
ク
を
考
え
て

　

最
近
、
フ
リ
ー
ジ
ア
を
部

屋
に
飾
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
さ
わ
や
か
な
香
り
が
心

の
癒
し
に
な
り
、
黄
色
い
花

の
色
に
も
元
気
が
出
ま
す
。

青
森
市　

鈴
音

青
森
市　

鈴
音

フ
リ
ー
ジ
ア
飾
っ
て

フ
リ
ー
ジ
ア
飾
っ
て

　

家
庭
内
の
事
情
に
よ
り
、

作
業
員
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
経
営
の
方
も
み
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
気
楽
に
農
作

業
を
し
て
い
た
自
分
で
し
た

が
、
新
た
に
全
般
を
す
る
事

と
な
っ
て
身
の
引
き
締
ま
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。「
今
ま

で
以
上
に
体
に
気
を
付
け
て

一
日
一
日
を
暮
ら
し

て
い
こ
う
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。

弘
前
市　

ブ
ー
子
ち
ゃ
ん

弘
前
市　

ブ
ー
子
ち
ゃ
ん

農
業
経
営

農
業
経
営

　

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
在
宅
診

療
科
の
記
事
を
読
み
、
数
年

前
に
母
が
訪
問
診
療
で
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
医
師
の
方
の
声

掛
け
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

弘
前
市　

ミ
ン
ト

弘
前
市　

ミ
ン
ト

在
宅
診
療
の
現
場

在
宅
診
療
の
現
場

　

今
年
は
私
の
大
嫌
い
な
ヘ

ビ
年
! 

１
月
か
ら
同
居
の

長
男
、
嫁
さ
ん
、
孫
２
人
が

次
々
と
イ
ン
フ
ル
に
か
か

り
、
幸
い
に
も
私
た
ち
じ
い

じ
、
ば
ー
ば
あ
は
難
を
逃
れ

ま
し
た
が
、
ど
こ
に
も
出
か

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
嫌

な
年
の
ス
タ
ー
ト
に
先
行
き

不
安
で
す
。 青

森
市　

Ａ
・
Ｉ

青
森
市　

Ａ
・
Ｉ

先
行
き
不
安

先
行
き
不
安

　

一
番
上
の
子
が
高
校
を
卒

業
し
ま
し
た
‼ 

時
の
流
れ
は

早
い
な
と
し
ん
み
り
し
つ
つ

も
新
生
活
が
始
ま
る
の
で
気

を
引
き
締
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。
ま
だ
下
の

兄
弟
が
い
る
の
で
、
私
も
気

を
引
き
締
め
な
い
と
で
す
‼

平
川
市　

桃
華
伝

平
川
市　

桃
華
伝

卒
業
し
て
新
生
活

卒
業
し
て
新
生
活

　
“
春
告
げ
る
庭
の

植
木
が
鼓
動
す
る
”

　

天
気
の
良
い
日
に

庭
の
除
雪
を
し
て
い

る
と
呼
吸
し
て
い
る

よ
う
な
植
木
の
音
が

し
て
き
ま
し
た
。
春
近
し
を

感
じ
る
音
で
し
た
。

平
川
市　

覚
蓮
坊

平
川
市　

覚
蓮
坊

植
木
の
鼓
動

植
木
の
鼓
動

　

大
船
渡
の
山
林
火
災
で
物

言
わ
ぬ
動
植
物
た
ち
が
相
当

の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
思

う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

蓬
田
村　

長
谷
川
久
子

蓬
田
村　

長
谷
川
久
子

山
林
火
災
に
思
う

山
林
火
災
に
思
う

ボランティア学校　開催

詳細は次号をご覧ください
主　　　催：事業所利用・ボランティア委員会
問い合わせ：組織部（0172-35-8933）

これからボランティアを始める方にオススメです
～ 私たちと一緒に地域貢献しませんか？ ～

・ボランティアとは何か
・津軽保健生協ではどんなボランティア活動ができるのか
・活動中のボランティアさんのお話

と　き　 ５月24日（土）10：00～12：30頃
ところ　 健生病院 付属棟会議室（弘前市大字扇町２丁目２－２）

増資のお願い

４
ヵ
月
健
診
の
あ
か
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す

　出資金は病院建設や医
療機器の充実、組合員の
要求にもとづく事業や活
動を実現するため有効に
活用しています。津軽保
健生協の経営基盤と医療介護事業の運営を支える
増資にご協力をお願いします。


